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§１．研究成果の概要 

 

前年度に引き続き、電波防護指針に基づく変調高周波照射実験を行った。今年度はまず、照

射によって生じる光音響効果を実験実証した。水に変調高周波を照射し、その際にマイクロフォン

を容器に近接させると光音響信号を非接触検出できることが分かった。さらに、変調周波数を掃引

することで複数の共振モードを観測した。共振周波数は媒質の温度や硬さを反映することから、そ

こから媒質に関する情報を非接触計測できることが明らかとなった。また、生体への光領域のパル

スレーザー照射による感覚生起が調べられた先行研究と比べて、本研究では波長が長くなるため、

照射スポット径が広がることでピーク強度が低下する。そのため、ピーク強度を上げるための方法と

して共振器の利用を提案し、その実装に向けた検討を行った。さらに、照射強度を維持しつつより

広範囲への照射を可能とするために、１台の高周波発振器に２台のパワーアンプを接続して、両

者を独立にスイッチングできるようにした。この並列化によって照射スポットの分布を形成すると、そ

れらの境界において知覚がより明瞭になる可能性があることが分かった。 
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